
施工場所：いわき市小名浜下神白字松下 地内  

 

 １．改築に至る経緯  

福島県いわき建設事務所建築住宅課  
      主任電気技師 紺野 厚 
      建築技師   高木 泉美 

 ２．工事概要 

様式２ 

水産海洋研究センター旧水産試験場は、東日本大震災によ 

る被災は免れたものの、51年が経過し、都道府県が設置し 

ている水産関係の研究施設としては最も古い施設となった。 

東日本大震災に伴う原子力災害を契機に、水産試験研究の 

中核機関及び安全確保・地域資源研究の拠点として、整備 

することとなった。 

 

構造規模：一般研究棟  鉄筋コンクリート造２階建て  

延べ面積                      延べ面積597.55㎡ 

     放射能研究棟 鉄筋コンクリート造一部木造２階建て 

            延べ面積1,208.97㎡ 

     放射能飼育実験棟 鉄筋コンクリート造平屋建て 

            延べ面積106.26㎡ 

     倉庫車庫棟  鉄骨造２階建て 

                                  延べ面積277.43㎡ 

工     期 ：平成30年3月26日～平成31年3月23日 

工 事 費 ：約11億円（建築・電気・機械分離発注） 

そ の 他 ：工場生産品の活用 

               大断面集成材活用  

       太陽光発電設備の設置 

 ３．建物の特徴 

・執務棟各棟はExp.Jにより分棟型の独立構造形式 

・海と公園に囲まれており、建物高さを抑え景観の調和に配慮 

・試験研究と外来者に向けて情報発信する空間を明確に機能分離 

・見学者がセンター内の研究取組みや活動をのぞくことができる 

 「コミュニティボイド」を設置 

・塩害対策として、屋根、外壁、鉄部等は耐候性に 

 優れた材料・仕様を選定 

・研究排気、研究排水は環境保全対策を行う 

・建築物省エネルギー性能表示制度BELSの申請を 

   予定しており、従来の省エネ基準より25％削減した 

 環境に優しい建物 

       

             *完成予想図* 

水産海洋研究センター改築事業の整備状況について 



 ６．おわりに 

 ５．イメージアップ活動  ４．「永く生きる建築」 

美しい海への眺望が得られる反面、建物に対する潮風の影響
は大きく、現場では十分に塩害対策を検討し、以下の内容を
実践した。 
 

 

 

 
 建設業への興味を高められるよう、地元の小学生を対象にした現場見学会 
 を行い、鉄筋結束を体験してもらった。 

 

 

       
３月末の竣工に向け、各工程の調整を行い、慌ただしく現場が進んでいます 
が、竣工まで事故なく、なお一層安全に取り組み、工事を進めてまいります。 
 

建設業への興味関心、就業意識を高められるよう、県内の建築学科の高校生 
に建設業の役割や現場での雰囲気、建設業で働く魅力を伝えた。 

高校生現場見学時配布資料 

＜耐久性向上のための塩害対策＞ 

外壁の一部は、打放しコンクリート仕上げのため、美しい仕 
上がりになるよう、打設従事者一丸となり、以下の内容 
を実践した。 
 

 

 

 

 

 

＜密実なコンクリートを打設するために＞ 

＜小学生の現場見学会＞ 

＜高校生の現場見学会＞ 

 
①鉄筋搬入時に防錆剤を噴霧 
 鉄筋搬入時に防錆剤を噴霧し、現場搬入からコンクリー 
 ト打設までのあいだ、潮風による錆を防ぎ、コンクリート 
 との密着を高めた。 
②外部保管資材は防水シートをかけて保管 
 錆、もらい錆の影響がないよう材料管理を行った。 
③外部に面する躯体面のかぶり厚を確保 
 設計かぶり厚+打増しコンクリート20mmさらに+10mmで  
 管理することで、外部から侵入する塩分から、鉄筋の腐食 
 を防ぎ、躯体の耐久性を高めた。 

 

 

 

 
①バイブレーターほか打設担当作業員を通常より増員し、 
 入念な締固めを実施 
②型枠に打設不良となりやすい部位をマークして共有 
 打設時は、不良箇所となりやすい部位の責任者を決め、 
 打設状況が確認できる位置に責任者を配置し、十分な締固 
 めが行われているか確認、指示を行った。 
③同じメンバーで打設を行い、施工精度を高めた 
 極力、同じメンバーで打設を行うことで反省点を共有し、 
 次の打設に活かすことで、施工精度を高めることができた。 
④型枠、Ｐコンの割付けを検討 
 施工図において、型枠、Ｐコンの割付けを検討し、美しく 
 みえるよう配慮した。 
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